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利用・用途・応用分野

塗料、インク、潤滑油、農業、水産、化粧品、医薬品、繊維、樹脂、ゴム、金属等の各種産
業分野

目的・課題 解決ポイント

少量の添加量で多数の有機液体
特に磁性イオン液体をゲル化できる
ゲル化剤の提供を目的とする。

パーフルオロアルキル基を有する特定の芳香
族化合物が、少量の添加量で多数の有機液体

特に磁性イオン液体をゲル化できることを見い
だした。
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発明の名称：イオン液体のゲル化剤

◆本発明のゲル化剤は、少量の添加量で多数の有機液体、特に磁性イオン液体をゲル
化できる。従来できなかった磁性イオン液体ゲルの作製が可能となった。

◆構築した磁性イオン液体ゲルは加熱・冷却によりゾル・ゲルに転移する物理ゲル（熱可
逆的ゲル）である。

◆磁性イオン液体ゲルの磁化率はゲル化前の磁性イオン液体の磁化率を保持しており、
市販と構築した磁性イオン液体ゲルの磁化率は、ほとんどかわらない。

◆磁性イオン液体のみならず、磁性を示さないイオン液体のゲル化も可能である。
◆医療現場、ロボット部品となる微細なアクチュエーター、磁性センサーの市場に利用可
能である。


	スライド 55

